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令和 8年 5月 15日 

郡山信用金庫 

 

郡山信用金庫は、役職員一人ひとりが、今まで以上にお客さまのためになる質の高い金融商品・サー

ビスの提供に努め、お客さまの安定的な資産形成のお役に立てるよう取り組んでおります。 

当金庫は、お客さまの多様なニーズに適切にお応えしていくために「お客さま本位の業務運営にかか

る基本方針」を策定いたしました。 

 この基本方針に基づき、お客さまにふさわしい金融商品・サービスのご提供を行うため、今後も当該

方針の見直しを定期的に行い、基本方針に係る取組状況を年 1 回公表いたします。 

 なお、当該方針は、お客さま本位の業務運営を実現するために、金融庁の「顧客本位の業務運営に関

する原則」の以下の「7 つの原則」を基に作成しております。 

原則 1 顧客本位の業務運営に関する方針の策定・公表等 

原則 2 顧客の最善の利益の追求 

原則 3 利益相反の適切な管理 

原則 4 手数料等の明確化 

原則 5 重要な情報の分かりやすい提供 

原則 6 顧客にふさわしいサービスの提供 

原則 7 従業員に対する適切な動機づけの枠組み等 

 

 

 

            

１． お客さまの最善の利益の追求 

当金庫は、お客さまに対して誠実・公正なコンサルティングを行い、お客さまのご意向に沿った商

品・サービスをご提供し、お客さまの最善の利益を図るように努めます。また、お客さまの知識・

投資経験・財産の状況・契約目的等をお聞きし、ライフサイクルに合った適切な金融商品をご提案

いたします。【金融庁原則 2.（注）対応】 

  【アクションプラン】 

  ①お客さまの最善の利益の追求のために役職員が高度な専門性と倫理観を保持し、お客さまに対し

て誠実、公正に業務を行います。【金融庁原則 2.本文対応】 

 

２． 利益相反の適切な管理 

当金庫は、お客さまとの取引における利益相反の可能性について正確に把握し、お客さまの利益を

保護するとともに、利益相反の管理を適切に行います。【金融庁原則 3.本文、（注）対応】 
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【アクションプラン】 

①別に定める「利益相反管理方針」を遵守し、お客さまの利益が不当に害されることのないよう適

切に管理を行います。【金融庁原則 3.本文、（注）対応】 

②商品を販売する際は、手数料の多寡等による特定の商品の推奨は行わず、お客さまの意向、ニー

ズに合った商品をご提案いたします。【金融庁原則 3.本文、（注）対応】 

 

３． 手数料等の明確化 

当金庫は、お客さまにご負担いただく手数料その他の費用の内容について分りやすく丁寧にご説明

いたします。【金融庁原則 4.対応】 

【アクションプラン】 

①お客さまにご負担いただく手数料の金額を明示するとともに、投資信託商品については、信託報

酬、信託財産留保額などをお客さまに分かりやすく説明いたします。【金融庁原則 4.対応】 

 

４． 重要な情報の分かりやすい提供 

当金庫は、金融商品の特性、リスク等について、お客さまの金融知識や取引の実績、商品の複雑さ

等を考慮しお客さまに充分ご理解いただけるよう分かりやすい説明に努めます。また、商品販売後

におけるアフターフォローの充実に努め、お客さまの投資判断に必要な情報提供を行います。【金

融庁原則 5.本文対応】 

【アクションプラン】 

①お客さまにご提案等を行う際に使用する販売用資料やご覧いただくホームページは、お客さまに

とって分かりやすい情報の提供に努めます。【金融庁原則 5.（注 3）、（注 5）対応】 

②投資信託商品の商品性、リターン、リスク、お取引内容などの重要な情報について、お客さまの

取引経験、金融知識等を把握したうえで明確かつ分かりやすく説明いたします。【金融庁原則 5.

（注 3）、（注 5）対応】 

③重要情報シートを使用して情報提供する場合には、投資信託の委託会社などその組成に携わる事

業者が販売対象として想定する属性顧客についても提供します。商品の選定理由や利益相反の可

能性のある場合の、具体的内容及び取引・業務に及ぼす影響等の重要な情報は、都度状況に応じ

て説明してまいります。【金融庁原則 5.（注１）対応】 

④複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨する場合には、個別に購入いただくこ

とが可能かどうかを含め、それぞれの重要な情報についても分かりやすく説明してまいります。

【金融庁原則５.（注２）対応】 

⑤複雑またはリスクの高い商品の販売・推奨を行う場合には、お客さまが同種の商品内容と比較す

ることが容易になるように、「投信ラインアップ」などの他に重要情報シートを用いて、リスク

とリターンの関係など基本的な構造を含めた、分かりやすく丁寧な情報提供を行います。【金融

庁原則５.（注４）対応】 

 

５． お客さまにふさわしいサービスの提供 

当金庫は、お客さまの資産状況、取引経験、知識および取引目的・ニーズ等を把握し、お客さま目



線に立って、お客さまにふさわしい金融商品・サービスを提供いたします。なお、当金庫は、金融

商品の組成に携わる組成会社ではありませんが、製販全体としてお客さまの最善の利益を実現する

ため、商品の選定に際しては、商品の組成会社におけるプロダクトガバナンスに関する取組みの把

握にも努め、商品選定等にも活用してまいります。【金融庁原則６.本文、（注７）対応】 

【アクションプラン】 

①お客さまの資産状況、取引経験、知識やご意向等をしっかりとお聞きし、ライフプランなどを踏

まえたコンサルティングを行い、お客さまが必要とされている金融商品・サービスをご提案いた

します。商品やリスクの内容、市場動向等について情報提供を行うとともに、お客さまの運用状

況を踏まえ、丁寧なアフターフォローを行ってまいります。【金融庁原則６.（注１）対応】 

②複数の金融商品・サービスをパッケージとして販売・推奨を行う場合には、個別に購入いただく

ことが可能かどうかを含め、そのお客さまにふさわしいかどうかに留意した上で行います。【金

融庁原則６.（注２）対応】 

③重要情報シートを用いて金融商品の販売を行う場合は、投資信託の委託会社など、その組成に携

わる事業者が販売対象として想定する顧客属性を理解するとともに、当金庫のリスク分類との整

合性等を検証のうえ、お客さま一人ひとりの適合性を十分に把握したうえで真のニーズに合致し

た適切な提案、説明を行います。【金融庁原則６.（注３）対応】 

④ご高齢のお客さまへの販売については、注意喚起するとともに、個々の取引についてルールに適

合しているかを確認のうえ、より慎重に対応してまいります。【金融庁原則６.（注４）対応】 

⑤当金庫は、お客さまに対し、その属性に応じて金融取引に関する基本的な知識を得られるための

情報提供を積極的に行います。そのために、当金庫職員がその取扱う金融商品の理解を深めるよ

う、教育・研修に力を入れます。【金融庁原則６.（注５）対応】 

⑥当金庫は、金融商品の組成に携わる組成会社ではありませんが、製販全体としてお客さまの最善

の利益を実現するため、金融商品の販売後においては、組成会社とも協力のうえ、想定する顧客

属性と実際に購入したお客さまの属性の乖離を検証してまいります。そして検証した結果、及び

お客さまの反応・苦情等の情報について、組成会社と情報連携し、取扱商品のラインアップや販

売方法の見直しに活用してまいります。【金融庁原則６.（注６）対応】 

 

６． 職員に対する適切な動機づけの枠組みの整備 

当金庫は、お客さまが求める最適な商品・サービスを提供できるよう、職員に対するコンプライア

ンスや利益相反に関する研修を継続的に実施してまいります。【金融庁原則 7.本文対応】 

【アクションプラン】 

①当金庫役職員に対し継続的に研修等を実施し、専門知識の習得やスキル向上を図り、お客さまに

最適な金融商品を提供するための人材育成に努めます。なお、コンサルティングが可能な人材を

育成すべく、ファイナンシャルプランナー（ＦＰ）等の資格取得を奨励しております。【金融庁原

則 7.本文対応】 

②お客さまニーズに合った商品提案ができるよう、定期的な商品研修会を実施しております。【金融

庁原則 7.（注）対応】 

③当金庫の職員に対する業績評価や人事評価において、特定の商品の販売実績が高く評価されるこ

とはありません。【金融庁原則 7.本文対応】 

以 上 


